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４月２１日に全国学力・学習状況調査が、国語、算数・数学、理科で実施されました。この調査は、
児童・生徒の基礎的・基本的な知識・技能に関することや身に付けた知識・技能の活用に関することに
ついての定着状況を把握するとともに、把握した児童・生徒の状況に応じて授業改善を図ることを目的
としています。また、国が学習指導要領に示した学力をどのように考え、そのためにどのような授業に
改善を図っていけばよいかを調査問題を通じて具体的に示しているともいえます。 
中学校第３学年を対象とした数学Ｂでは、正方形の性質をもとに証明した内容を読み取り、それを平

行四辺形の場合に発展させて、証明を考える問題が出題されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学では、正方形で成り立つことが他の四角形でもいえるかを考えたり、三角形から四角形などの他
の図形に発展させて考えたりする学習を通し、特殊から一般へと推論し論理的に確かめる学習をします。 
この問題は三角形の合同を基にして、辺が等しくなることについて証明するものですが、基になる図

形が正方形から平行四辺形へと変わり、それぞれの図形の性質から「正方形の辺はすべて等しい」こと
が「平行四辺形の対辺が等しい」ことへ、「正方形の角はすべて直角で等しい」ことが「平行四辺形の
対角が等しい」ことへと変わります。正方形での証明の内容をしっかりと読み取り、それが平行四辺形
になった場合には、どこがどのように変わるかを考え、表現することが必要です。 
三角形の合同や三角形の相似の証明については、典型的なパターンに従って表現することは、多くの

中学生はでき、都立高校の入学検査でもその正答率は決して低くはありません。しかし証明の形が変わ
ったり、表現された事柄の内容を読み取って自分なりに表現したりすることについては苦手なようです。 
意図を読み取って、趣旨に沿って表現したり、工夫して表したりすることは、思考・判断・表現する

力を身に付ける上で大切なことであり、数学だけでなく国語をはじめ他の教科でも必要な力です。そこ
で、児童・生徒に自分の考えを振り返って考えさせる場面を設定してみたり、他者の意見と自分の意見
との違いを考え修正させる活動を取り入れたりするなどして、授業改善を進めることが大切です。 

 

 

  

  

 

 

平成 27 年６月 30 日 

第５０号 

東京都教育庁指導部     

義務教育指導課 

 

授業改善や学習指導に関わる先進情報等の通信（メール・マガジン） 

 ―スクラム―

●●●「読み取り、工夫する力の育成」●●● 
教育庁指導部 主任指導主事（学力調査担当） 山本 周一 

●●● 
指導部主任指導主事（学力調査担当） 山本周一 

 

〔桃子さんの証明〕 
〔証明〕 

[桃子さんの証明] 
[証明] 

東京都教育委員会ホームページ内に「学び応援ページ」というコーナーがあるのを御存知ですか？ 
「学び応援ページ」には、各学校が、指導内容や指導方法等の工夫を通して、授業の改善・充実を図るこ

とを応援するための、様々な事例集や報告書等を掲載しています。ぜひ、御覧いただき、参考にしていただ
ければと思います。なお、本通信のバックナンバーも、順次「学び応援ページ」に掲載しています。 
（東京都教育委員会ホームページアドレス http://www.kyoiku. metro.tokyo.jp/ ） 

 
「学び応援ページ」を御活用ください！ 

東京ベーシック・ドリルも 

掲載しています！ 

東京都教育委員会ホームページ・
トップページの下の方に、このリン

ク用バナーがあります！ 
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全国学力・学習状況調査結果から見えてきた成果と課題

 

 平成２７年４月２１日（火）に、平成２７年度「全国学力・学習状況調査」が実施されました。国立教

育政策研究所において、平成１９年度～平成２２年度の４回の調査結果を分析して、「成果」と「課題」

を整理していますので、一例を紹介します。これらの課題を正しく把握し、その解決に向けて調査問題を

有効に活用していきましょう。 

小学校 国語  比較的自由度の高い条件で記述すること 

小学校 算数  示された図形の面積を求めること 

中学校 国語  話の内容から必要な情報を的確に聞き取り、適切な質問をすること 

中学校 数学  図形領域で、作図の手順の理解、基本的な平面図形の性質、証明の中で根拠とし

て用いられる平行線の性質の理解、２つの三角形が合同であることを判断する際に

必要な辺や角の相等関係を指摘すること 

小学校 国語 

＜話すこと・聞くこと＞ 

・司会の役割を果たしたり、立場や根拠を

明確にしたりして話し合うこと 

＜書くこと＞ 

・調べて分かった事実に対する自分の考え

方を、理由や根拠を明確にして書くこと 

＜読むこと＞ 

・物語に登場する人物についての描写や心

情、人物相互の関係を捉えること 

・目的に応じて必要となる情報を取り出し、

それらを関係付けて読むこと 

＜言語事項＞ 

・複数の内容を含む文を分析的・統合的に

理解すること 

小学校 算数 

＜数と計算＞ 

・乗法や除法の意味を理解すること 

＜量と測定＞ 

・求積に必要な情報(図形の長さ及び図形の

性質)を取り出して面積を求めること 

＜図形＞ 

・図形の性質を基に事象を判断すること 

＜数量関係＞ 

・計算の順序についてきまりなどを理解す

ること 

・割合の意味を理解すること 

中学校 国語 

＜話すこと・聞くこと＞ 

・資料の提示の仕方を工夫し、その方法を

説明すること 

＜書くこと＞ 

・文章や資料から必要な情報を取り出し、

伝えたい事柄や根拠を明確にして自分の

考えを書くこと 

＜読むこと＞ 

・目的をもち、表現の仕方や文章の特徴に

注意して読むこと 

＜言語事項＞ 

・辞書に書かれている記述から、語句の意

味を適切に捉えること 

中学校 数学 

＜数と式＞ 

・方程式をつくって問題を解決するために

数量の関係を捉えて２通りに表せる数量

に着目すること 

＜数量関係＞ 

・２つの数量の関係が比例・反比例・一次

関数の関係になることを理解すること 

＜記述式問題における課題＞ 

 ・問題解決の方法を数学的な表現を用いて

説明すること 

＜表現・読み取りにおける課題＞ 

 ・関係や法則などを式に表現したり、式の

意味を読み取ったりすること 

成 果 

 課 題

次ページからは、今年度の調査問題と、学習指導の改善・充実を図る際のポイントを掲載します。 
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小学校・国語 「Ａ 主として知識に関する問題」より 

相手の話を聞く際は、自分や自分たちに伝えたいことは何か、共に考えたいことは何かなど、相

手の話の目的や意図を捉えながら内容を十分に聞き取ることができるようにすることが大切

です。また、聞き取った内容について、自分の考えと比べて共通点や相違点に分類したり、関連

して考えたことなどを整理したりすることによって、相手の目的や意図を捉えつつ、自分の考え

をまとめることができるようにすることが求められます。 

  具体的には、必要に応じて、メモを取りながら整理して聞いたり、取ったメモの内容を整理して 

相互関係を考えたりするような指導が考えられます。 
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多くの情報があふれる現代の社会の中にあって、資料の整理と読みの能力は、的確な判断をし

たり合理的な予測をしたりする上で大切です。小学校では、資料を整理するための表現の仕方と

して、表やグラフを学習します。その際、それぞれの特徴を理解し、表やグラフから示されて

いる内容を的確に読み取ることができるようにすることが大切です。 

指導に当たっては、例えば、この問題を用いて、それぞれのグラフから読み取ることができる

ことを明らかにし、その内容を説明する活動を取り入れることが考えられます。 

 

小学校・算数 「Ａ 主として知識に関する問題」より 

「棒グラフや円グラフに表されている事柄

を読み取ることができるかどうか」をみる問題

です。これまでの調査で明らかになった課題で

ある、「グラフから適切な内容を読み取ること」

についての学習状況を確認しています。 

 

東京ベーシックドリル ４年(19)折れ線グラフ 

「東京ベーシックドリル」で立ち戻る学習を！ 

小学校４年生までの国語・社会・算数・理科の４教科の学習内容のうち、「これだけは身に付けさせたい」

学習内容を繰り返し学べるようにまとめたドリルです。習得に課題のある児童に対して、小学校卒業までに、

計画的・段階的に基礎・基本を定着させることができる教材として活用できる内容になっています。 

「東京ベーシックドリル」は‥ 

 

立ち戻る学習！ 
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 図形の約束や性質を理解させるために

は、辺の長さや角の大きさなど、図形の構

成要素やその関係に着目して図形を構成し

たり観察したりする活動を取り入れること

が大切です。 

指導に当たっては、観察の結果から見い

だした図形の約束や性質を他の図形と比較

して、その特徴を明らかにすることが考え

られます。また、条件を変えて図形を再構

成する活動を取り入れることも考えられま

す。 

 特に、作図の指導に当たっては、作図の

手順を形式的に指導するのではなく、図形

の特徴と対応させて理解できるようにす

ることが大切です。 

 

「平行四辺形の作図の方法に用いら

れる図形の約束や性質を理解している

かどうか」をみる問題です。 

小学校・算数 「Ｂ 主として活用に関する問題」より 

 

東京ベーシックドリル ４年(16)平行四辺形 

 

立ち戻る学習！ 
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中学校 国語 

中学校・国語 「Ａ 主として知識に関する問題」より 

 

要望や質問などに回答する文章を書く際には、相手の立場に立って、より伝わりやすい文章の構成

を検討することが大切です。その際伝えるべき中心的な内容は、要望や質問に対しての答え（結論）で

す。答えについては、相手の理解が得られるように、場合によっては答えに至った過程を簡潔に示す必要

もあります。それらの内容を、文章全体のどこに位置付けることが適切であるかを考えながら書くよ

うに指導することが大切です。 

伝えたい事柄を読み手に効果的に伝えるには、分かりやすい説明や具体例を加えたり、ふさわしい

語句を選んだりすることが大切です。例えば、要望や質問などに回答する文章では、始めに相手の意見

を正しく要約して示した上で、自分の考えを具体的に述べることが重要です。メールのやり取りなどの場

面を取り上げて、双方向的な文章を書く学習活動が考えられます。 

 

 

生徒会意見箱に寄せられた要望に対し

て回答するという場面です。「伝えたい事

柄が明確になるように文章の構成を考え

たり、相手に効果的に伝わるように書いた

りできるかどうか」をみる問題です。 
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具体的な事象の中の x、y について、y が x

の関数であるかどうかを見いださせるため

に、x にある値を代入したときに、y の値がた

だ１つ決まるかどうかを確認する活動を取り

入れましょう。 

 

中学校・数学 「Ａ 主として知識に関する問題」より 

中学校・数学 「Ｂ 主として活用に関する問題」より 

「証明を振り返り、新たな性質を見いだすこと」

「発展的に考えて証明すること」をみる問題です。 

 

 

 

 

 

 

東京ベーシックドリル ４年(13)□、△などを用いた式 

これまでの調査で明らかになった課題である

「関数の意味を理解すること」をみる問題です。 

証明の結果や過程を振り返り、新たな性質を見出すことができるようにするために、証
明を書くことだけではなく、証明を読む場面を設定することが考えられます。 
また、問題の条件を変えて、発展的に考えることができるようにするために、証明を読

み、結論が成り立つために欠かせない条件や性質を捉える場面を設定することが考えら
れます。 

立ち戻る学習！ 


